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研究成果の概要（和文）：　2000年代以降の廃棄物リサイクルのグローバル化をふまえ，本研究は，国際資源循
環や廃棄物リサイクルにかかわるアクターに注目し，廃棄物リサイクルのグローバル化とそのインパクトについ
て追究することを目的とした。しかし，途中で研究計画を変更し，廃棄物リサイクルのグローバル化という状況
下における，日本の廃棄物リサイクルの変化と課題に焦点を絞って研究を進めた。その結果，①住民主体のリサ
イクル活動である集団回収の特徴，②2000年代以降における日本のごみ減少の傾向，③離島地域におけるごみ管
理・リサイクルの特徴と課題，の3点について一定の研究成果を得た。

研究成果の概要（英文）：　Considering the globalization of waste recycling since the 2000s, this 
research focused on actors involved in international trade of recyclable waste and recycling of 
waste, and aimed to pursue globalization of waste recycling and its impact. However, I changed the 
research plan on the way and focused on the change and problems of waste recycling in Japan under 
the circumstance of globalization of waste recycling. As a result, this research obtained some 
results on three points: (1) characteristics of community-based activities of collecting recyclable 
waste, (2) the trend of Japanese garbage reduction in the 2000s and later, (3) characteristics and 
issues of management and recycling of municipal solid waste in isolated island areas.
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究の開始時期である 2013 年前後にお

いては，国際資源循環の活発化などにみられ
る廃棄物リサイクルのグローバル化が進み，
国内外の研究者がこのことに関する研究を
進めてきた。しかし，これらの研究の多くは
国レベルでの再生資源・中古品流動や各国・
地域におけるリサイクル制度などに関心が
向けられており，国際資源循環や廃棄物リサ
イクルにかかわるアクターやそれらのネッ
トワークに関して詳細に検討したものは少
なかった。国際資源循環や廃棄物リサイクル
において各アクターがどのような役割を担
っているか，国際間のネットワークはどのよ
うに構築されてきたか，などといったことが
重要な研究課題といえた。 
また，研究代表者はこれまで台湾をフィー

ルドの 1 つとして調査・研究を行ってきてお
り，本研究の開始段階においては，台湾にお
ける古紙やペットボトルなどのリサイクル
の進展過程や，廃棄物リサイクルの進展を担
ってきた各アクターの活動内容なども重要
な研究課題であると考えられた。 
 
２．研究の目的 
上記１．で述べた研究開始当初の背景をふ

まえ，本研究は「国際資源循環や廃棄物リサ
イクルにかかわるアクター」と「台湾におけ
る廃棄物リサイクル」という 2つのテーマに
注目し，日本と台湾を主な研究対象として，
廃棄物リサイクルのグローバル化とそのイ
ンパクトについて追究することを目的とし
た。 
 
３．研究の方法 
上記２．の研究目的をもとに，本研究では

①国際資源循環や廃棄物リサイクルにかか
わるアクターに関する研究，②国際資源循環
のアクターネットワークに関する研究，③台
湾を軸とした国際資源循環に関する研究，④
台湾における廃棄物リサイクルの進展に関
する研究，という 4つの研究課題を設定した。 

これらの研究課題の遂行にあたっては，日
本および台湾の廃棄物関連資料・データの収
集と分析，廃棄物リサイクルにかかわってき
た行政・住民・業者・業界団体，また，国際
資源循環の進展に伴って新たに参入してき
た企業といった各アクターへの聞き取り調
査，といった方法を用いた。 
 
４．研究成果 
上記３．で示した研究課題に沿ってそれぞ

れの調査・分析に着手したが，研究開始当初
の課題設定が過大だったことや，台湾での調
査が当初の見込みよりも困難であったこと，
また研究代表者の個人的事情による研究の
遅れもあって，結果的には台湾を対象とした
研究は十分に進展させることができなかっ
た。 
また，研究開始当初は国際資源循環という

枠組みの中で日本の廃棄物リサイクルの変
動をとらえようと企図していたが，研究を進
めるにつれて，その観点だけでは近年みられ
る廃棄物リサイクルの変化を十分には把握
できないことに気づくに至った。 
そのため，研究期間の途中から，研究対象

を日本の廃棄物リサイクルに絞り，下記（1）
～（3）のテーマについて一定の成果を得た。 
 
（1）日本の集団回収に関する研究 
町内会や子ども会などの住民団体が中心

となって定期的に古紙やアルミ缶などの資
源ごみを回収するリサイクル活動である集
団回収について，2000 年度と 2011 年度の全
国市町村別データを比較し，各年度における
特徴と二時点間の変化について分析した。 
分析の結果，①集団回収の有無と人口規模

には強い関係性があり，人口規模の小さい市
町村において集団回収が実施されていない
傾向がみられること，②集団回収がみられる
市町村のみを対象にした分析では，1 人当た
り集団回収量が多いほど 1人当たりごみ排出
量は少なくなる傾向があること，③多分別収
集など行政による資源化活動が積極的に行
われている市町村では相対的に 1人当たり集
団回収量が少なくなること，2000 年度におい
ては集団回収の実績がリサイクル率の向上
に大きく寄与していたが，2011年度において
は，リサイクルにおける行政の役割や貢献度
の高まりにより，リサイクル全体に占める集
団回収の寄与度は相対的に低下したこと，な
どを明らかにした。 
また，大阪府の市町村を対象として，集団

回収の実績（1 人当たり集団回収量）に影響
を与える要因について，PLS 回帰を用いて分
析した。分析の結果，1 人当たり集団回収量
に影響を与える 4つの潜在変数が得られ，そ
れらの潜在変数と 1人当たり集団回収量との
関係から，地域の経済的・社会的ステータス，
都市的あるいは農村的性格の強さ，行政によ
るごみ収集・リサイクル政策が集団回収の実
績に影響を及ぼしていることを明らかにし
た。 
さらに，ソーシャル・キャピタルの観点か

ら，近畿 2府 4県の 198市町村を対象として，
集団回収の現状や今後の可能性について検
討した。その結果，都市的地域ほど集団回収
は盛んであるがごみ減量・リサイクルをさら
に推進する必要があること，農村的地域では
集団回収は成立しにくく，行政によるリサイ
クルへの依存度が高いこと，などを明らかに
した。 
 
（2）2000 年代以降における日本のごみ減少
に関する研究 
ごみ減少期に入った 2000 年代における日

本のごみ排出・管理の傾向について，人口規
模と高齢化との関係に注目して分析した。そ
の結果，①都市的地域ほど 1 人当たりごみ排
出量は大きく減少していること，②中小規模



の市町村ではそれほど 1人当たりごみ排出量
が減少していないこと，③必ずしも人口減
少・高齢化が著しい地域において 1 人当たり
ごみ排出量が少ないわけではないこと，など
を明らかにした（表 1・図 1・表 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（3）離島における廃棄物処理・リサイクル
に関する研究 
上記（2）の研究を進める過程において，

必ずしも人口減少・高齢化が著しい地域にお
いて 1人当たりごみ排出量が少ないわけでは
ないこと，また一方で，小規模自治体である
がゆえにごみ処理・リサイクルに関して十分
な対策・体制がとれていないことがわかって
きた。そこで本研究では，人口減少・高齢化
が著しく縁辺化された地域の 1つである離島
に注目し，島根県隠岐郡隠岐の島町を事例と
して，離島におけるごみ処理・リサイクルの
特徴について調査・分析を行った。 
その結果，隠岐の島町の 1人 1日当たりご

み排出量は全国水準を大きく上回っている
ことを示し，その要因と考えられることとし
て住民・事業者による処理施設へのごみの直
接搬入が著しく多く（図 2），ごみの減量・分
別が十分に行われていないことを指摘した。
住民が定期収集（ステーション収集）ではな
く処理施設への直接搬入を選択する傾向が
ある要因としては，定期収集にごみを出す際
に貼付する処理券の高さや，その費用と比較
して直接搬入手数料が相対的に安いことな
どが考えられる。また，隠岐の島町における
ごみ処理・リサイクルの現状から，離島が置
かれている不利な状況について指摘した。具
体的には，小規模自治体かつ離島であるがゆ
えに，高度化した施設の導入や複数の自治体
による広域処理が困難であること，回収した
資源物を本土に運搬する費用が余計にかか
ること，などが挙げられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（4）総括と今後の研究課題 
本研究を通じて，廃棄物リサイクルのグロ

ーバル化や，社会経済状況の変化，これまで
廃棄物（ごみ）の管理やリサイクルを担って
きた地域社会（行政・住民等）の変化を受け
て，2000年代以降大きく変化してきた日本の
ごみ管理・リサイクルのいくつかの側面につ
いて分析・考察し，その特徴や変化の要因，
また課題について明らかにすることができ
た。 
本研究課題の終了にあたって，①2000年代

表 1 クラスタ分析による全国市町村の類型
化と各類型の特徴 

 

資料：住民基本台帳人口報告 

 
図 1 クラスタ分析による全国市町村の類型

分布 
 
表 2 各類型の 1 人 1 日当たりごみ排出量と

その増減（2000・2013 年度） 

 

資料：環境省「一般廃棄物処理実態調査結果」 

 
図2 1人1日当たりごみ排出量と処理施設直

接搬入割合との関係（2014年度） 
資料：環境省「一般廃棄物処理実態調査結果」 



以降大きな減少がみられてきた日本のごみ
排出に関して多角的に検討し，ごみ排出の減
少をもたらした背景要因・施策効果等を正確
にとらえること，②ここ数年停滞しているよ
うに見受けられる日本の 3R に関して，停滞
を生じさせている要因や全体構造について
分析し，日本の 3R 推進に向けて取り組むべ
き課題を示すこと，③廃棄物リサイクルのグ
ローバル構造を明らかにすること，④その廃
棄物リサイクルのグローバル構造における
日本の位置づけを明らかにし，日本が取り組
むべき課題について検討すること，などが今
後の研究課題として挙げられよう。 
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